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 [別添資料] 

 

＝ 時に関する意識・実態調査 第14回『みんなのつもる話事情』＝ 

2012年1月11日（水）～2012年2月6日（月）にWEBマガジン「REAL SCALE」上でアンケートを実施 

回答者＝全国の2,661人    男性：1,655人／女性：1,006人 

20歳未満：46名／20歳代：483名／30歳代：767名／40歳代：726名／50歳代：438名／60歳以上：201名 

 

 

 

 

★つもる話に花が咲く！女性の長時間回答は、男性の約2倍！ 

 つもる話の最長時間、全体で最も多いのは、『1～3時間程度』の34.6%、次いで、『3～6時間程度』の25.4%。女

性は、『3～6時間程度』『6時間以上』という長時間の回答が、40.4%で、男性20.9%のおよそ倍。女性のほうが、つ

もる話が尽きないようです。やはり、女性はおしゃべり上手、おしゃべり好きな方が多いということでしょうか。 

 女性で、長時間の回答をされた方からは、「先日、高校時代の友達が我が家へ遊びに来てくれました。卒業後も会

っていましたが、友人が2年前から大阪へ。2年ぶりの再会だったのですが、5時間半、話しっぱなし。部活も一緒

だったために、部活に夢中になっていた学生時代に戻り大盛り上がりでした（東京都・女性）」「1 年に一回会って

いる友達５人組で、過去1年以内に起こった出来事を報告する。休日の昼1時頃にお店に入り、昼からワインやビ

ールなどアルコールを飲みながら夜の10時位まで話す時もある（群馬県・女性）」等のコメントがありました。 

 女性はもちろん、男性からも、「久々に会う人とは、ついつい時間を忘れて話に花を咲かせてしまう」という内容

のコメントが多数寄せられました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈 図1：つもる話最長時間 / 全体・性別 （N=2,661） 〉 

 [Q.1] 旧友や、親戚、家族等と交わした、 

  つもる話の最長時間はどれくらいですか？ 
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◎年重ねると時短化！？つもる話が短くなるその訳は？ 

 つもる話の最長時間、世代別の比較。『3～6時間程度』『6時間以上』の長時間の回答の合計は、20代がトップの

36.4%。長時間の回答は、20 代から世代が上がる毎に減る傾向に。上の世代のほうが、話すことも多く、長時間化

すると思われましたが、予想とは反する結果に。 

 寄せられたコメントには、「半分ぐらいは、前回会った時と同じ話だった（北海道・男性）」 等、つもる話をする

のは、同じ相手と、毎回同じような話をしているという内容も多くありました。年代が上がる毎に、長時間の解答

が減る背景には、つもる話の相手、内容が定番化することで、話が要約され短くなるという一面もありそうです。 

 「毎回同じ話題で盛り上がる」という内容は実に多く寄せられました。「学生時代の友人と会えば、何回でも同じ

話で盛り上がってしまいます。なぜ同じ話で何回も盛り上がれるのか不思議でしょうがありません！（東京都・男

性）」「半年に一度のペースで集まる、地元の仲間。お酒も入り、だいたいいつも決まって話すことは同じ内容にな

るけど、それでも半年分の話しが積もって盛り上がります（北海道・女性）」等々。 

 気心の知れた友人相手なら、いつも同じ内容の話でも、皆さん楽しく感じられているようです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈 図2：つもる話最長時間 / 全体・年齢 （N=2,661） 〉 
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★男女とも最長のつもる話は友人と。しかし男女で異なる話のシーン 

 最長時間のつもる話は誰としたか、全体で最も多いのは『友人』の 54.3%。次いで『家族』『親類』と続きます。

男女別でも、ほぼ同様の割合で、顕著な差は見られません。 

 男女ともに半数以上の方は、相手は友人であるようですが、寄せられたコメントに目を向けると、ある点におい

て、男女それぞれの傾向があることがわかりました。 

 先ずは、男性のコメントをご紹介。「大学時代の友人と久しぶりに会った。居酒屋で飲みながら大学時代の思い出

話や、これまでの経過、共通の友人の事等。話が盛り上がって酒がすすみ、後半の話はほとんど憶えていない（福

島県・男性）」「やはり学生時代の友人と、結婚式や帰省で久しぶりに会うと、近況報告やつもる話をします。でも

なぜか、昔の話でそんなことあったなぁって話のほうが盛り上がりますね。居酒屋とかだと閉店まで話したりしま

す。さすがに最近年のせいかきついですが（静岡県・男性）」等のコメントが多数寄せられました。 

 一方、女性は、「主婦なので安価で長居できるファミレスにて談笑（山口県・女性）」「1つのファミレスで、昼ご

はんも晩ごはんも食べるくらい長く話しました（岡山県・女性）」「近況を話すだけで6時間ファミレスにいました。

ファミレスの店員さんに申し訳なかったです（栃木県・女性）」他にも多数、女性の方からは、友人とファミレスで

最長時間のつもる話をしたというエピソードが寄せられました。 

 友人とのつもる話の場は、女性はファミレス、男性は居酒屋が定番であると言えそうです。 

 

  
 
 

 

  

 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〈 図3：誰とつもる話をしたか / 全体・性別 （N=2,661） 〉

[Q.2] その方とはどのような関係ですか？ 
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◎つもる話の相手、“家族”の回答が最も多いのは30代。その理由とは？ 

 最長時間のつもる話は誰としたか、世代別の比較。どの世代でも、『友人』『家族』『親類』の順で多く回答が集ま

りました。世代間による差は僅かではあるものの、『家族』との回答に注目すると、30 代が他の世代より若干多い

28.9%。 

 30 代の方からは、「現在3才になる子供がいまして、その成長と、今年の４月にもう一人産まれる予定なので、

その話をしました（埼玉県・男性）」「実家に2歳の息子を連れて元旦に帰りました。主人と父がウィスキーを飲み

ながら孫の将来について、ずっと語っていました（埼玉県・女性）」等、他にも、「家族と幼い子供のことについて

話した」というコメントが多く寄せられました。 

 他の世代に比べ、幼い子供がいる割合が多い30代。子供のことが家族間の会話のネタになり、つもる話に発展し、

『家族』との回答に至ったことが窺えます。  

 では、他の世代で、『家族』と回答された方は、どのようなつもる話をしたのでしょうか。皆さん実に多彩な話題

をお持ちのようで、コメントの傾向をまとめると次の通りです。 

 20歳未満、「進路について」。20代、「仕事、結婚について」。40代、「健康・体調、子育て」。50代、「子供の進路、

就職、結婚」。60代以上、「孫について」。 

 30 代、40 代が子供についての話題を上げる一方、その親世代が多い、60 代以上では「孫について」が話題とな

り、20 代が挙げる仕事や結婚ついての話題に対し、その親世代が多い50 代で、やはり「子供の就職、結婚」が話

題にあげられています。『家族』と答えた方は、親子の世代間で話題が共有されている様子が窺え、そのコメントに

納得です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈 図4：誰とつもる話をしたか / 全体・年齢 （N=2,661） 〉
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◎意外な結果！会わない期間とつもる話の時間は比例しない 

 最長時間のつもる話をした人と会わないでいた期間、全体では『1 年以内』が最も多く 54.1%。結果としては、

期間が短い程、占める割合が多いということに。 

 最長のつもる話の相手が、めったに会えない旧知の人よりも、割りと身近な人の方が多いということは、意外と

言えるかも知れません。 

 『1年以内』と回答された方からは、「実家の両親と帰省して話しました。ちょくちょく会っていますが、お正月

なので時間もたっぷりあり、他愛もない話ですがゆっくり話せました（愛知県・女性）」「近くに住んでいるのです

が、お互い忙しくてなかなか話がゆっくり出来ずにいたのですが、プライベートの話しから仕事・今後挑戦したい

ことなどいろいろな話しをしました。少ししか話していなかったつもりが、気が付くと3時間！？あっという間の

充実した時間を過ごしました（北海道・女性）」等のコメントがあり、比較的身近な人と、改めてゆっくり話す機

会があると、話が弾み、つもる話へと発展するという方が多いようです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈 図5：つもる話をした人と会っていない期間 / 全体・性別 （N=2,661） 〉 

[Q.3] その方とはどれくらいの期間会っていませんでしたか？ 



 

 
6

★年重ねる毎に長期化する会わないでいた時間。その期間を埋めるのは“つもる話” 

 最長時間のつもる話をした人と会わないでいた期間、世代別の比較。『5～10 年』『10～20 年』『20 年以上』の長

期間の回答は、世代が上がる毎に増えています。60歳以上では『20年以上』という方も5.0%いらっしゃいました。 

 やはり、世代が上がる程、会っていない期間が長くなる傾向にあるようです。60歳以上の世代で、最も長期間の

『20年以上』と回答された方は、どのようなつもる話を交わしたのでしょうか。 

 「65歳になり、はじめて小学生のころの同窓会をやりました。意外と誰が誰だか分かるもので驚きました（栃木

県・女性）」「小学校の同窓会で約 45 年ぶりに会い、最初は思い出せない顔も話している内ダンダン思い出し小学

生の顔になってきた。学生時代の思い出。初恋の人の事。今は亡き担任教師。あまりにも話したいことがいっぱい

で、同窓会が終わった後も二次会、三次会に参加しました。久しぶりに楽しかった日でした（兵庫県・女性）」他

にも、長期間の回答を寄せられた方は、再会の場が“同窓会”という方が多くいらっしゃいました。古い友人との

再会は、「タイムスリップをしているようで楽しい」というコメントも寄せられ、会わないでいた時間をつもる話

で埋め、久しぶりの再会を楽しんでいるようです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈 図6：つもる話をした人と会っていない期間 / 全体・年齢 （N=2,661） 〉 


